


今までの
活動内容

特 集

Speci
al

4月
花粉の採取と授粉

梨の花の摘み取りから始まり、その花から花粉だけを取り出す

作業を機械で行いました。

それから、その花粉を使って授粉作業を行いました。授粉は梵

天に花粉をつけてひとつひとつ花の柱頭につけていく繊細な作

業でした。

驚いたのは、カゴいっぱいに花を摘んでもそこから採れる花粉

は数グラム程度ということです。梨農家にとって、花粉はとて

も貴重なものなんだと作業を通して痛感しました。

梨の1次摘果を実施しました。形が悪い果実や傷、病気の果実

を取り除き、果実が均一に大きく育つように間隔を調整しま

す。この作業によって、品質の良い梨の収穫が期待できま

す。初めての1次摘果は難しさを感じましたが、果実の品質を

向上させるために欠かせない作業であると実感しました。   

まだ摘果の判断に慣れておらず、迷う場面が多かったです。

経験を積み、判断力をさらに高めていきたいです。

5月
1次摘果

6月
摘果

10月~11月
肥料まき、畑の手入れ

継続して摘果を行いました。

果実の品質を向上させるために、

不要な果実を摘み取りました。摘

果の際には、適切な間隔を保つこ

とを意識しました。慣れてきて作

業効率が上がった実感があり自身

の成長を感じられたことが何より

嬉しかったです。

収穫販売が終わったので、肥料をまい

たり生垣の剪定など畑全体の手入れを

行いました。古くなった樹皮を削る粗

皮削り作業は、ぼろぼろ剥がれるので

気持ちよかったです。

畑を良い状態で維持するためには日頃

の手入れがとても重要なのだと実感で

きました。

8月~9月
収穫から販売

畑で収穫した梨を選果機を使いサイズ

ごとに分け、発送用に箱詰め、直売所

での販売用に袋詰めをしました。

早朝から遅くまでの作業が連日続き、

農業の大変さをここではっきりと実感

できたような気がします。

7月
仕上げの摘果と網掛け

仕上げの摘果を実施しました。この作

業は、果実の大きさを揃えることや、

受粉が不十分で形が崩れた果実、虫や

病気で損傷した果実を整理するために

行います。

中旬には、棚に網を掛けました。ほ場

全体を網で囲うことで、雹や台風など

の気象災害や害虫から果実や木を守り

ます。

網を広げる途中でポールの先端に引っ

かかってしまったり、引っ張りすぎる

と反対側の網が足りなくなってしまっ

たりとなかなか苦戦しましたが、研修

先農家様のパートの皆さんと協力しな

がらなんとか終えることができ、チー

ムワークの高まりを実感する嬉しい期

間でした。

Instagramアカウントのお知らせ

日々の暮らしや活動をInstagramにて随時更新しています！

ぜひフォローしてください！




